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第37回＜平成維新、外交と内政～日米同盟と東アジア共同体＞

未来志向の日米関係

１９９０年代に、世界史的には冷戦型のシステムについて大きな見直しが

行なわれました。特に、欧州においてドイツやイタリアに駐留している米

軍基地のステイタスや基地施設が存在している目的等を真剣に検討をし

て、基地を縮小していこうとか、ドイツとイタリアが地位協定上のステイ

タスの主権を取り戻していこうという流れが起こりました。

１９９０年代にガイドラインの見直しを行いましたが、この時に日本が非常

に大きく踏み込んだ事は、日米安保極東条項を緩めて、条約の適用範囲をア

ジア・太平洋地域に拡大した事です。つまり、極東という地域だけの安全保

障の事が対象だったのにもかかわらず、事態の性格で危機を認定するという

事になったために、極端に言うのであれば、中東で何か事が起ころうが、中

央アジアで事が起ころうが、米軍がそれに対して対応して動く事を日本に

とっても共通の利害に関わるという形で無制限に極東という縛りが拡大して

いってしまう方向に日米安保の体制を見直したという事がガイドライン見直

しだったと思います。

不安定の孤

米軍再編

日本の国益をもう一度しっかり

と見直してアメリカと連携して

動くべき事とそうではない事を

キチンと決めておかなければ、

無制限にアメリカと行動を共に

する事になってしまいます

日本はイラク戦争を支持して、イラク

戦争と並走した選択をとったにもかか

わらず、「アメリカの無謬性」

日本はアメリカとどのような適切な位置関係をとっていけばよいのか

という事を考えないままに、日米同盟という名前の下に限りなくア

メリカについていく事、そして、日米安保の枠組みを守っていく事が

この国の安全と安定のためには大切なのだという固定観念の中に今

でも嵌り込んでいる

日本がどんなに時間をかけて

も自律という志向を強めてい

くという事をこちらサイドで

考えるのであれば、もう一方

のサイドに近隣のアジアとの

信頼関係の問題が横たわって

いる

中国と韓国との近隣の関係において、本

当の意味の信頼関係を確立しているのか

と言うと、そういうわけでもなくて未

だに潜在的な意識の中における相互不信

がくすぶっている

ＥＵが今日まで歩んできたプロセ

スをよく考えてみると、そもそも

ＥＵはドイツとフランスの相互不

信からスタートしている

東アジア共同体

東アジアでＡＳＥＡＮ＋３という形で

進めてきた宮澤イニシアティブや、

チェンマイ・イニシアティブと言われ

ている通貨交換協定

東アジアで原子力の平和利用

技術の交流のベースをつくっ

て、お互いの意思疎通を行

なって東アジアを核への誘惑

から断って、平和利用につい

てはお互いに技術を交換して

支え合う

欧州においてはユーラ
トム（Euratom=欧州原

子力共同体）という原

子力の交流機構

欧州がエラスムス構想日本人が中国や韓国に短

期留学をして取得した単位

も日本の大学として認定す

るというような事が進んで

くると、ますます人の交

流

日米同盟の見直しについての協

議、そして、東アジア共同体に肉

づけをしていくような構想の展開

が車の両輪のように噛み合ってく

るのならば、この話は必ずしも絵

空事にはならないのです。私が

「平成維新」と申し上げた意味

は、これは鳩山さんが使った言葉

ですが「明治維新のように日本を

思い切り変えていく」
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